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稲成公民館区 人口 及び 世帯数 令和２年11月末現在 

人口3,261人 世帯数1,445世帯 男性1,545人 女性1,716人 

まだまだ続くのか❢  コロナとの戦いが  館長 山田 能久 

  

 新しい年を迎え、皆様いかがお過ごしでしょうか。令和２年という年は、日本いや世界中が新型

コロナに振り回された大変な年でありました。この原稿を書いている間も毎日感染者が増え続け、

大阪や東京等では医療崩壊が目前に迫ってきています。このままでは、年末の行事や年始の行事は

今まで見たことがないような悲惨な状況にならなければ良いがと祈るばかりです。そんな中、恐ら

く年末も年始もないであろう医療従事者の皆さんには本当に感謝を申し上げたい。 

 こんな危険なウイルスに対し、強い使命感で日夜国民の命を守るため頑張っています。しかし、

そんな医療従事者を差別したり、誹謗中傷する行為が出ていますがそれは断じて許してはなりませ

ん。こんな緊張した医療行為が９カ月続いていて、これから先何カ月続くか見通しがつかないので

す。この際、私たちはこぞって医療従事者に励ましの声を上げて、国に対しても報酬等で手厚くし

ていただくようにお願いしたいですね。 

 コロナ、コロナで重苦しい毎日で、私たちの心も少しずつ疲れが出てきている中で、12月６日に

久しぶりに明るい話題がありました。そうです現代版浦島太郎の「はやぶさ２」がリュウグウから

帰ってきました。このリュウグウという小惑星には目には見えないような水が含まれていて、40億

年前にこのような小惑星が地球へ降ってきて、水や生物の体を作る「有機物」が地球にもたらされ

たのです。ですから、今、私たちが生きていて多くの生物がある豊かな地球ができたのもこの小惑

星が降ってきたからなのです。太陽系にある小惑星は80万個以上ありますが、その多くは火星と木

星の間に浮かんでいるのです。この小惑星が、太陽系の歴史を解き明かすカギを握っていると言わ

れていて、これの成分を調べることで太陽系の歴史が分かれば広い宇宙の中で太陽系と似た惑星を

探すことができるかもしれません。 

 このようにリュウグウは魅力のある小惑星で、そこから「はやぶさ２」は岩石を採って地球へ送

り届けてくれたのです。今回のプロジェクトは完璧でした。リーダーの津田さんは、記者会見で

「今回は10,000％の成功です」と自信を持って答えていました。また、この会見で地球へ届けられ

たカプセルのことを浦島太郎が持ち帰った「玉手箱」と表現され中を開けるのが楽しみですね。何

が出てくるのでしょう。これらの状況を見ていた子どもが、「僕たちもはやぶさ３とか４の打ち上

げに参加したい」と子どもたちに与えた影響は大きなものがあります。 

 このカプセルは、オーストラリアから日本へ送り届けられ、半年かけて慎重に中に入っている成

分を調べられます。コロナ禍の中でも、このような希望を持てる出来事は本当に心が温かくなりま

すね。令和３年は、何かとコロナも治まり普通の日々が来ることを切に願って筆を置きます。 

 明けましておめでとうございます。 

 皆様方におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 旧年中は、様々な町内会活動につきまして、町内会役員及び各種団体の役員の皆様方をはじ

め町内の皆様方におかれまして多大なるご支援とご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 本年におきましても、町内会活動を通して町内の皆さまの絆を深め、地域の諸課題を解決し

ていくための地域力を高めていきたいと思いますので、何卒ご厚情を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

 現在、国内では新型コロナウイルス感染症の影響により大変な状況にありますが、一刻も早

い終息を願いますとともに、町内の皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ新年のご挨拶と

させていただきます。 

 

                   稲成町内会  会長    室井 修一 

                          副会長   倉谷 修治 

                          庶務・会計 横矢 元秀 

 むつみ町内会の皆様、明けましておめでとうございます。 

 皆様方におかれましては、良いお年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

 旧年中は、町内会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

 本年におきましても、むつみ町内会の活性化のため、微力を尽くして参りますので皆様のご

支援とご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の終息を願いますとともに、皆様のご健勝とご多幸を祈念し新年

のご挨拶とさせていただきます。 

 

             むつみ町内会 会長    木本 祥司 

                    副会長   井上 喜一郎 木家 由美 

                    書記    山本 喜久 

                    会計    船山 知佐子 

謹賀新年 



高雄中学校 会議室 

高雄中学校学社融合推進協議会 

高雄中学校 会議室 

〇講演会終了後に、学校・保護者・地域の方々で30分程度の意見交換の場を設けさせていただきます。 

田辺市文化賞の受賞について 

初心者のための 

初心者のための 

 和歌山県では、多数の発熱等の患者を地域の医療機関で適切に診療及び検査を受けられる体制を

整備するため、受診相談窓口を設置しています。 

 発熱等の患者は、まずかかりつけ医等地域の身近な医療機関に電話で相談し、かかりつけ医がな

く、どこに受診したらいいか分からない場合は、受診相談窓口に相談してください。 

〇受診相談窓口 

 ❖県庁健康推進課  ０７３－４４１－２１７０ 

       ２４時間対応（土・日・祝日対応可） 

       ※年末年始（１２月２９日～１月３日 ２４時間対応） 

 ❖田辺保健所   ０７３９－２６－７９３３（９時～１７時４５分 ※平日のみ） 

新型コロナウイルス感染症に関する「受診相談窓口」について 

ご成人おめでとうございます 

 時刻 対象出身中学校 

１回目 
【受付】午前９時３０分～ 

【開会】午前１０時００分～ 

高雄中学校   秋津川中学校 

上芳養中学校  大塔中学校 

田辺中学校 

２回目 
【受付】午前１１時３０分～ 

【開会】午前１２時００分～ 

明洋中学校   衣笠中学校 

中芳養中学校  中辺路中学校 

本宮中学校 

３回目 
【受付】午後１時３０分～ 

【開会】午後２時００分～ 

東陽中学校   新庄中学校 

上秋津中学校  龍神中学校 

近野中学校 

 令和２年度の「成人の日」記念式典の対象者（平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ）

は、市内で696名です。（令和２年11月１日現在） 

 稲成公民館区内の対象者は、29名です。誠におめでとうございます。 

【日時】令和３年１月10日（日） 

 今年度の記念式典は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、時間短縮と参加人数の縮小を

図った上で３回に分けて感染防止対策を徹底し開催する予定にしています。 

 今後の感染の状況及び国・県の動向を踏まえ、式典の内容等の変更又は中止となる可能性もござ

いますので、ご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

【問合せ】生涯学習課 公民館係 電話 ２６－４９２５ 

 田辺市では、昭和45年に創設した「田辺市文化賞」の制度を継承し、毎

年、市の文化（学術、芸術、体育、生活文化等）の発展に貢献された方にこ

の賞を贈り、その功績をたたえています。 

 創設から51回目を迎えた本年は、長年にわたり合気道に身を捧げ、当地と

縁深い合気道の発展に寄与された五味田聖二さん（79歳 馬場平区在住）が

受賞されました。 

 誠におめでとうございます。 

五味田 聖二さん 

【五味田さんの紹介】 

 昭和15年、西牟婁郡田辺町（現田辺市）に生まれる。 

 昭和28年（当時13歳）、田辺警察署の道場を訪れた際に、合気道の開祖 植芝盛平翁が警察

官を軽々と投げ飛ばす光景に衝撃を受け、入門する。 

 以来、現在に至るまでの67年間にわたり合気道に人生を捧げてきた。昭和40年（当時25歳）

の時に五段位を取得し、盛平翁から高山寺にある田辺道場長に任命される。 

 昭和56年には、稲成町に「合気道田辺道場（稲成道場）」を開設し、現在に至るまで多数の

門下生を指導するとともに、地域内の道場に出向き合気道の普及に励んでいる。 

 その他、和歌山県合気道連盟の要職を務めるとともに、平成21年から植芝盛平翁顕彰会理事

長、平成24年からは全日本合気道連盟理事にも就任し、植芝盛平翁を顕彰する「合気道国際奉

納演武」の開催に尽力するなど国内外における合気道競技の普及及び発展にも大きく貢献して

いる。また、平成18年には八段位を取得。 

                （※八段位の現役指導者は、全国でも８名しかいない） 

 令和元年に開催された「ねんりんピック紀ノ国わかやま2019」では、監督的な役割を務めら

れたほか、市内で合気道を授業に取り入れている中学校において、保健体育科教員と連携して

指導を行うなど合気道と共に人としてのさらなる高みを志すその姿は多くの人々から信望を集

め、合気道の普及・伝道師としての功績は多大である。 

【五味田さんのコメント】 

 昭和28年に開祖 植芝盛平先生にご指導をいただいてから67年、昨日のように思い出されま

す。今年は植芝盛平記念館が併設された武道館が完成しました。 

 この武道館を拠点として、より多くの方々に翁先生のことを知っていただければ嬉しく思いま

す。今回の受賞を一層の励みにし、今後も合気道の発展のために頑張りたいと思います。 


